
防除効果が高く、防除回数の削減が可能です

既存粉剤より散布適期が長いです
→カメムシ類の発生が少〜中程度の場合、出穂期から

出穂10日後の間の１回散布でカメムシ類が防除できます

ネオニコチノイド系粉剤で

斑点米カメムシ類を上手に防除しましょう

ネオニコチノイド系粉剤
の１回散布は既存粉剤の
２回散布と同程度の防除
効果です

クモヘリカメムシ
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トゲシラホシカメムシ

【鳥取県で発生が多い斑点米カメムシ類】
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問い合わせ先

鳥取県農業試験場 環境研究室 奥谷恭代 （電話 0857-53-0721）

本書から転載複製する場合には

必ず農業試験場の許可を受けて下さい

斑点米ｶﾒﾑｼ類に対するﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ系粉剤の防除効果の特徴

① 既存粉剤より防除効果が高く、防除回数が削減できます。

→ネオニコチノイド系粉剤の「出穂7〜10日後の１回散布」は既存粉剤の

「出穂7日後と14日後の２回散布」と同程度の防除効果です。

② 残効性に優れているので、散布適期が長いです。

③ スタークル粉剤ＤＬ（3kg/10a）、ダントツＨ粉剤ＤＬ（4kg/10a）、アルバリ
ン粉剤ＤＬ（3kg/10a）またはこれらを含む混合剤のいずれかを使用してください。
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通常、本剤の１回散布

で十分な効果が得られ

ますが、散布後もカメ

ムシ類の発生が多い場

合は追加防除を必ず

行ってください。
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